












▲食堂・台所をみる 正而・換気機能をもたせたシンボルの煙突が、家族の団らんの中心となっている。

2F 

▲ホールより玄関をみる

ホールからもモミ ジを楽しむことができる（紅葉の季

節には一枚の絵のようである）

1 F ヽ ▲浴室をみる 壁にはお婆ちゃまの作品の一部である陶板

のジグゾーパズ）レをはめ込む。

講評

建築主は家づくりを思い立ってから 3年の歳月をかけ、

色々な住まいを見学しながら自分たちの暮らしと生活空

間に対する思いを練り上げ、その思いは設計者に良く伝

えられたと同時にまた、設計者は 1年かけてスケッチを

重ねることにより、それによく応えたことが、現地を見

る者の目に心地よく写った。その結果、建築主は恵まれ

た敷地条件を十分に生かした、満足のいく生活空間を実

現することができ、また施工者はその実現のために素晴

らしい技術と仕事で応えたことも、また認められた。家

の内外には近くに住む実家のおばあちゃんの趣味の陶板

や陶器の作品が玄関ヘアプローチから浴室にいたるま

で、あちこちに見られることができるとともに、旧邸を

解体した古材や植栽が良く活かされたところに、時代を

継承する家族空間としての家づくりの実現を認めること

ができる。また広々と設けられたサンデッキを中心に、

地域の人たちの憩いの場としても日常使われ、地域に溶

け込んでいる様は、この家づくりが地域の人々に受け入

れられたものであることを物語っており、印象的である。
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